
JP 4334421 B2 2009.9.30

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声およびデータの送受信をするための無線通信機において、
　送信される音声信号のＳ／Ｎを改善するために高域を強調するプリエンファシス回路と
、受信信号を音声信号または受信ＭＳＫデータ信号に復調する復調器と、送信の開始・終
了時に入力されたＩＤを符号化するＭＳＫエンコーダと、
　前記プリエンファシス回路の出力と前記復調器の出力とを選択する第１の切り替え手段
と、前記第１の切り替え手段の出力と前記ＭＳＫエンコーダの出力とを選択する第２の切
り替え手段と、
を備え、
　前記第２の切り替え手段の出力は、送信信号が隣接チャネルへ漏洩するのを防止するス
プラッタフィルターの入力に接続され、
　前記スプラッタフィルターの出力は、送信信号に変調する変調器と、高域が強調された
復調器の出力を元の音声信号に戻すデエンファシス回路と、前記受信ＭＳＫデータ信号を
元のデータに復元するＭＳＫデコーダーと、に接続されることを特徴とするフィルター共
用型デコーダー。
【請求項２】
　請求項１に記載のフィルター共用型デコーダーにおいて、前記無線通信機の前記復調器
で復調された受信ＭＳＫデータ信号が、前記第１の切り替え手段および前記第２の切り替
え手段にて前記スプラッタフィルターに入力され、前記スプラッタフィルターから出力さ
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れた前記受信ＭＳＫデータ信号が、前記ＭＳＫデコーダーに入力されることを特徴とする
フィルター共用型デコーダー。
【請求項３】
　請求項２に記載のフィルター共用型デコーダーにおいて、前記無線通信機のＰＴＴ（Ｐ
ｕｓｈ　Ｔｏ　Ｔａｌｋ）スイッチに連動して前記第１の切り替え手段および前記第２の
切り替え手段が切り替わり、前記ＭＳＫデータ信号が前記スプラッタフィルターに入力さ
れることを特徴とするフィルター共用型デコーダー。
【請求項４】
　請求項１乃至３に記載のフィルター共用型デコーダーを組み込んで成ることを特徴とす
る無線通信機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、音声およびデータの送受信をするため、音声送受信機能とミニマム・シフト
・キーイング・モデム（ＭＳＫモデム）とを備えた無線通信機のデコーダーに関し、詳し
くはコチャネル・リジェクション（Ｃｏ‐ｃｈａｎｎｅｌ　Ｒｅｊｅｃｔｉｏｎ）の特性
を示すリジェクション・レシオを向上させるＭＳＫデコーダーおよびこれを組み込んだ無
線通信機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図２は、従来における無線通信機の装置構成を示すハードウエアブロック図である。マ
イク１から入力された音声信号は、マイクアンプ２で増幅される。さらにこの音声信号は
、プリエンファシス回路４においてＳ／Ｎの改善のため、音声信号の高域を＋６ｄＢ／ｏ
ｃｔにて強調される。高域が強調された音声信号は、第１のスイッチ５によりスプラッタ
フィルター６へ入力され、隣接チャネルへの漏洩を防止するため３ｋＨｚのローパスフィ
ルターを通過する。スプラッタフィルター６を通過した音声信号は、変調器７で周波数変
調された後、送信回路８で高周波電力増幅され、第２のスイッチ９によりアンテナ１０に
接続されて、相手の無線通信機あるいは基地局へと送信される。
【０００３】
　送信された音声信号は、相手の無線通信機のアンテナ１０および第２のスイッチ９を通
り、受信回路１１で信号増幅される。増幅された信号は、復調器１２で音声信号に復調さ
れる。その後復調された音声信号は、デエンファシス回路１３において、強調された音声
信号をー６ｄＢ／ｏｃｔで元の音声信号に戻され、音声電力増幅器１５でスピーカを駆動
するために電力増幅される。電力増幅された音声信号は、スピーカを駆動し受信者に情報
を伝える。
【０００４】
　ところでＭＳＫモデムの用途としては、データの伝送として、送信の開始・終了時にＩ
Ｄを送信し個別呼び出しを行う、無線機に接続したＧＰＳからの座標データを通信先に知
らせる、トランキングシステムとリンクする際に端末ＩＤの伝送やハンドシェークのため
のデータを送受信する、などがある。ここでは、送信の開始・終了時にＩＤを送信し個別
呼び出しを行う場合を例に説明する。送信の開始・終了時に入力されたＩＤがＭＳＫエン
コーダー３で符号化され、１２００ｂｐｓあるいは２４００ｂｐｓのＭＳＫデータ信号に
変換されて、第１のスイッチ５によりスプラッタフィルター６に接続される。その後、音
声入力信号の場合と同様に、符号化されたＩＤがＭＳＫデータ信号としてアンテナ１０か
ら送信される。
【０００５】
　送信されたＭＳＫデータ信号は、相手の無線通信機のアンテナ１０から復調器１２まで
を、送信された音声信号の場合と同様のプロセスを通り、復調器１２でＭＳＫデータ信号
に復調される。この復調されたＭＳＫデータ信号は、ＭＳＫデコーダー１４へ入力され、
元のデータであるＩＤに復元される。このようなＭＳＫ信号の応用例として、個別呼び出
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し情報、グループ呼び出し情報、および第１の一斉呼び出し情報によってそれぞれ呼び出
しが可能な無線通信機の呼び出し制御装置において、特許文献１に記載の第２の一斉呼び
出しがあると、通信中の無線機を優先的に第２の一斉呼び出しに切り替える制御装置が知
られている。
【特許文献１】特開２０００－３１５９７９号公報
【０００６】
　音声およびデータの送受信をするため、音声送受信機能とＭＳＫモデムとを備えた無線
通信機が普及する中、ヨーロッパにおいても利用が拡大している。ところがヨーロッパに
おいては、Ｅｕｒｏｐｅａｎ　Ｓｔａｎｄａｒｄ（ＥＴＳＩ　ＥＮ３００　１１３－１）
にヨーロッパ規格としてのコチャンネル・リジェクション・レシオが示されている。これ
によるとリジェクション・レシオは、チャネル・セパレーション２０ｋＨｚあるいは２５
ｋＨｚにおいて０ｄＢ～－８．０ｄＢ、また１２．５ｋＨｚにおいて０ｄＢ～－１２ｄＢ
と定義されている。
【０００７】
　ところが、図１で説明した従来の無線通信機はこの規格値をクリアするものの、装置設
計の観点からすると、チャネル・セパレーションの条件次第では、動作余裕度において十
分とはいえない状況であった。そのため、大幅な設計変更を生じることがなく、かつ高価
な部品の増設を伴わないで動作余裕度を改善する方法が求められていた。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、このような問題を解決するためになされたものであり、その目的は、大幅な
設計変更を生じることがなく、かつ高価な部品の増設を伴わないでコチャンネル・リジェ
クション・レシオを向上させ、動作余裕度を改善するＭＳＫデコーダーおよびこれを組み
込んだ無線通信を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明のフィルター共用型デコーダーは、音声およびデータの送受信をするための無線
通信機において、送信される音声信号のＳ／Ｎを改善するために高域を強調するプリエン
ファシス回路と、受信信号を音声信号または受信ＭＳＫデータ信号に復調する復調器と、
送信の開始・終了時に入力されたＩＤを符号化するＭＳＫエンコーダと、前記プリエンフ
ァシス回路の出力と前記復調器の出力とを選択する第１の切り替え手段と、前記第１の切
り替え手段の出力と前記ＭＳＫエンコーダの出力とを選択する第２の切り替え手段と、を
備え、前記第２の切り替え手段の出力は、送信信号が隣接チャネルへ漏洩するのを防止す
るスプラッタフィルターの入力に接続され、前記スプラッタフィルターの出力は、送信信
号に変調する変調器と、高域が強調された復調器の出力を元の音声信号に戻すデエンファ
シス回路と、前記受信ＭＳＫデータ信号を元のデータに復元するＭＳＫデコーダーと、に
接続されることを特徴とする。
【００１０】
　前記フィルター共用型デコーダーは、前記無線通信機の前記復調器で復調された受信Ｍ
ＳＫデータ信号が、前記第１の切り替え手段および前記第２の切り替え手段にて前記スプ
ラッタフィルターに入力され、前記スプラッタフィルターから出力された前記受信ＭＳＫ
データ信号が、前記ＭＳＫデコーダーに入力されることを特徴とする。
【００１１】
　前記フィルター共用型デコーダーは、前記無線通信機のＰＴＴ（Ｐｕｓｈ　Ｔｏ　Ｔａ
ｌｋ）スイッチに連動して前記第１の切り替え手段および前記第２の切り替え手段が切り
替わり、前記ＭＳＫデータ信号が前記スプラッタフィルターに入力されることを特徴とす
る。
【００１２】
　本発明の無線通信機は、前記フィルター共用型デコーダーを組み込んで成ることを特徴
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とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明のフィルター共用型デコーダーによると、大幅な設計変更を生じることがなく、
かつ高価な部品の増設を伴わないでコチャンネル・リジェクション・レシオを向上させ、
動作余裕度を改善するＭＳＫデコーダーおよびこれを組み込んだ無線通信を提供すること
が可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　本発明によるフィルター共用型デコーダーの実施の形態について、図１を用いて説明す
る。図１は、本発明のフィルター共用型デコーダーを実装した無線通信機の装置構成を示
すハードウエアブロック図である。図２で説明した動作と同じブロックについては、同一
の名称と番号が付されている。
【００１５】
　マイク１から入力された音声信号は、マイクアンプ２で増幅される。さらにこの音声信
号は、プリエンファシス回路４においてＳ／Ｎの改善のため、音声信号の高域を＋６ｄＢ
／ｏｃｔにて強調される。高域が強調された音声信号は、第３のスイッチ１７と第１のス
イッチ５とによりスプラッタフィルター６へ入力され、隣接チャネルへの漏洩を防止する
ため３ｋＨｚのローパスフィルターを通過する。第３のスイッチ１７と第１のスイッチ５
の動作は、無線通信機のＰＴＴ（Ｐｕｓｈ　Ｔｏ　Ｔａｌｋ）スイッチに連動して動作し
、送信時にＰＴＴスイッチが押されると第３のスイッチ１７と第１のスイッチ５はＭＳＫ
エンコーダー３とスプラッタフィルター６を接続する回路構成をとる。スプラッタフィル
ター６を通過した音声信号は、変調器７で周波数変調された後、送信回路８で高周波電力
増幅され、第２のスイッチ９によりアンテナ１０に接続されて、相手の無線通信機あるい
は基地局へと送信される。
【００１６】
　送信された音声信号は、相手の無線通信機のアンテナ１０および第２のスイッチ９を通
り、受信回路１１で信号増幅される。増幅された信号は、復調器１２で音声信号に復調さ
れる。その後復調された音声信号は、ＰＴＴスイッチに連動した第３のスイッチ１７と第
１のスイッチ５とにより復調器１２とスプラッタフィルター６が接続されるため、接続回
路が切り替わり、スプラッタフィルター６へ入力される。スプラッタフィルター６で妨害
波のノイズが除去された音声信号は、デエンファシス回路１３において、強調された音声
信号をー６ｄＢ／ｏｃｔで元の音声信号に戻され、音声電力増幅器１５でスピーカを駆動
するために電力増幅される。電力増幅された音声信号は、スピーカを駆動し受信者に情報
を伝える。
【００１７】
　ＭＳＫデータ信号によるデータ伝送を、図１の場合と同様、送信の開始・終了時にＩＤ
（呼び出し番号）を送信し個別呼び出しを行う場合を例に説明する。送信の開始・終了時
に入力されたＩＤがＭＳＫエンコーダー３で符号化され、１２００ｂｐｓあるいは２４０
０ｂｐｓのＭＳＫデータ信号に変換されて、ＰＴＴスイッチに連動した第３のスイッチ１
７と第１のスイッチ５とによりスプラッタフィルター６に接続される。その後、音声入力
信号の場合と同様に、符号化されたＩＤがＭＳＫデータ信号としてアンテナ１０から送信
される。
【００１８】
　送信されたＭＳＫデータ信号は、相手の無線通信機のアンテナ１０から復調器１２まで
を、送信された音声信号の場合と同様のプロセスを通り、復調器１２でＭＳＫデータ信号
に復調される。この復調されたＭＳＫデータ信号は、ＰＴＴスイッチに連動した第３のス
イッチ１７と第１のスイッチ５とにより復調器１２とスプラッタフィルター６が接続され
るため、接続回路が切り替わり、スプラッタフィルター６へ入力される。スプラッタフィ
ルター６で妨害波のノイズが除去されたＭＳＫデータ信号は、ＭＳＫデコーダー１４へ入
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局の番号か否かがチェックされ、自局の番号であると判別されると、個別通話中の動作と
なる（図示されず）。
【００１９】
　図３は、本発明によるフィルター共用型デコーダーを実装した無線通信機の受信総合特
性を示す周波数対ゲイン特性図である。３００Ｈｚから３ｋＨｚの周波数帯域外の妨害波
成分をカットすることで受信感度や歪み等、受信性能全般の性能が向上し、ＭＳＫデコー
ド性能全般が改善され、図１に示される従来の無線通信機のコチャンネル・リジェクショ
ン・レシオに対して平均２ｄＢの特性改善がもたらされた。またこの効果は音声受信にお
けるＳ／Ｎの改善にも繋がる。
【００２０】
　以上説明したように、本発明によれば、大幅な設計変更を生じることがなく、かつ高価
な部品の増設を伴わないでコチャンネル・リジェクション・レシオを向上させ、動作余裕
度を改善するＭＳＫデコーダーを提供できる。また図１における第１のスイッチ５は、音
声信号とデータ信号の処理方法の違い、および送信タイミングの違いによりＰＴＴスイッ
チに連動して接続を切り替えないで、回路的に常時接続されていても良い。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明によるフィルター共用型デコーダーを実装した無線通信機の装置構成ハー
ドウエアブロック図。
【図２】従来における無線通信機の装置構成を示す。
【図３】本発明のフィルター共用型デコーダーを実装した無線通信機の受信総合特性を示
す、周波数対ゲイン図。
【符号の説明】
【００２２】
　　　　　１　　マイク
　　　　　２　　マイクアンプ
　　　　　３　　ＭＳＫエンコーダー
　　　　　４　　プリエンファシス回路
　　　　　５　　第２のスイッチ（Ｓ１）
　　　　　６　　スプラッタフィルター
　　　　　７　　変調器
　　　　　８　　送信回路
　　　　　９　　第２のスイッチ（Ｓ２）
　　　　１０　　アンテナ
　　　　１１　　受信回路
　　　　１２　　復調回路
　　　　１３　　デエンファシス回路
　　　　１４　　ＭＳＫデコーダー
　　　　１５　　音声電力増幅器
　　　　１６　　スピーカ
　　　　１７　　第３のスイッチ（Ｓ３）
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